






目的:昨年度までの厚生省班研究「新生児期・乳児期の生活管理のあり方に関する総合的

研究」班(主任研究者:小川雄之亮教授)の分担研究「新生児・乳児の在宅療法と生活管理

をめぐる保健指導に関する研究」(分担研究者:大西鐘壽教授)において、平成 2年度に「母

乳中への抗痙製剤の移行と授乳に関する研究」を行った。その際、抗痙攣剤内服の母親か

ら生まれた 6名の児の内 2名に、無呼吸発作、チアノーゼを伴う withdrawal syndrome を

経験した。そのため薬物内服中の母親から出生した児の管理体制、および母親の薬物内服

が原因で入院した児についての現状を把握し、今後このような児に対して、いかなる管理

システムがより良いケアにつながるかを検討することが必要と考え、アンケート調査を行

った。


